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等
の
課
税
特
例

⑥
特
定
中
小
会
社
が
発
行
し

た
株
式
に
係
る
譲
渡
損
失
の
繰

越
控
除
等
及
び
譲
渡
所
得
等
の

課
税
特
例

２
　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

①
特
定
被
災
供
用
土
地
の
課

税
額
按
分

②
被
災
住
宅
用
地
申
告
の
特
例

③
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
係

る
被
災
住
宅
用
地
・
被
災
家
屋

の
代
替
家
屋
課
税
の
特
例

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
伴

う
も
の
。（

全
会
一
致
で
承
認
）

納
期
ご
と
の
分
割
金
額
の
端

数
の
処
理
を
改
正
す
る
も
の
。

（
全
会
一
致
で
承
認
）

１
　
住
民
税

①
個
人
住
民
税
所
得
割
の
定

率
減
税
を
2
分
の
1
に
縮
減

②
人
的
非
課
税
の
範
囲
の
見

直
し③

申
告
対
象
範
囲
の
拡
大

④
株
式
の
譲
渡
所
得
等
に
係

る
課
税
の
特
例

⑤
特
定
管
理
株
式
が
価
値
を

失
っ
た
場
合
の
株
式
譲
渡
所
得

第
3
2
6
回
定
例
会

が
6
月
10
日
か
ら
23
日

ま
で
開
会
し
、
専
決
処

分
3
件
、
人
事
案
件
2

件
、
条
例
制
定
・
改
正

5
件
、
請
願
1
件
、
決

議
案
1
件
、
そ
の
他
6

件
が
上
程
さ
れ
た
。
そ

の
う
ち
、
常
任
委
員
会

へ
の
付
託
議
案
5
件（
別

表
）を
除
く
13
議
案
に
つ

い
て
は
本
会
議
で
質
疑

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も

可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

中 島 孝 雄

福 井 昌 司

池 上 哲 男

切 通 明 男

道 上 善 崇

南 初 男

◎

○

『
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
』

を
求
め
る
請
願
書

請
願
者
＝
連
合
川
西
・
猪
名
川
地
区
連
絡
会
、

猪
名
川
町
教
職
員
組
合

本
会
議
で
「
採
択
」

議員定数調査特別委員会

第
　
回
326

6
月
定
例
会

町
税
条
例
の

一
部
改
正

耐震調査の結果を受け、
補強工事を行うもの。
また、この工事に合わせ、
トイレ改修工事を実施。

契約金額　1億815万円

履行期間　着工　17年6月15日

完成　18年2月28日

▲
▲

都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

森
田
寛
子
氏
を
選
任
。

任
期
は
20
年
6
月
30
日
ま
で
。

北
山
多
喜
男
氏
を
選
任
。

任
期
は
20
年
3
月
31
日
ま
で
。

耐震補強・改修工事が実施される中谷中学校

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
同
意

町議会議員定数を調査検討。

現行18名の議員定数のあり方について、

議員自らが検討を行うもの。

損
害
評
価
会
委
員
の

選
任
に
同
意

受
理
し
た
請
願

「義務教育費国庫負担制度の堅持」を求める意見書
要 旨
義務教育は国民として必要な基礎的資質を培うものであり、憲法の要請

として、教育の機会均等と全国的な義務教育水準の維持向上をはかること

は国の責務。そのためにも、義務教育費国庫負担制度は、「国による最低

保障」の制度として不可欠な制度。この制度が廃止されれば、各自治体の

財政力によって学校運営に格差が生じ、ひいては学校教育の水準低下を招

くことになり、義務教育の円滑な推進に支障をきたすことになる。

よって、次の事項について、意見書を提出する。

１．現行の義務教育費国庫負担制度を堅持し、義務教育費国庫負担金の削

減を行わないこと。

議員定数調査議員定数調査�
　特別委員会を設置特別委員会を設置�
議員定数調査議員定数調査�
　特別委員会を設置特別委員会を設置�
議員定数調査�
　特別委員会を設置�

◎　委 員 長

○　副委員長

中谷中学校の中谷中学校の�
　　耐震補強・改修工事　　耐震補強・改修工事�
　　　　　請負契約を可決　　　　　請負契約を可決�

中谷中学校の中谷中学校の�
　　耐震補強・改修工事　　耐震補強・改修工事�
　　　　　請負契約を可決　　　　　請負契約を可決�

中谷中学校の�
　　耐震補強・改修工事�
　　　　　請負契約を可決�

専
決
処
分



6
月
13
日
、委
員
会
を
開
会
。

付
託
4
議
案
を
審
査
。

公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管

理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関

6
月
15
日
、委
員
会
を
開
会
。

付
託
議
案
を
審
査
。

予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委

員
会
設
置
条
例
及
び
予
防
接

種
健
康
被
害
審
査
会
設
置
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

兵
庫
県
組
織
の
再
編
成
に
伴

い
、
委
員
の
委
嘱
区
分
を
川
西

保
健
所
長
か
ら
、
伊
丹
健
康
福

祉
事
務
所
長
に
変
更
す
る
た
め

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

Q

県
の
組
織
再
編
成
に
よ
り

川
西
保
健
所
の
業
務
が
縮
小
さ

れ
る
が
、
住
民
に
と
っ
て
の
利

便
性
が
欠
け
な
い
か
。

A

業
務
は
縮
小
さ
れ
る
が
、

健
康
に
関
す
る
相
談
等
の
窓
口

業
務
は
残
る
。

Q

調
査
委
員
会
と
審
査
会
の

違
い
は
。
ま
た
、
本
町
で
の
健

康
被
害
の
実
例
は
。

A

調
査
委
員
会
は
、
予
防
接

種
に
よ
り
健
康
被
害
が
生
じ
た

場
合
に
被
害
内
容
を
調
査
し
、

伊
丹
健
康
福
祉
事
務
所
を
通
じ

県
及
び
厚
生
労
働
省
に
報
告
す

る
。
審
査
会
は
、
報
告
に
基
づ

き
被
害
状
況
が
適
正
か
を
審
査

し
、
補
償
等
の
問
題
が
生
じ
た

場
合
に
審
査
し
認
定
す
る
。
ま

た
、
健
康
被
害
の
実
例
は
、
幸

い
今
ま
で
は
な
い
。

Q

事
故
が
起
き
た
場
合
の
救

済
措
置
は
国
の
定
め
に
よ
る
も

の
か
、
町
独
自
で
行
う
の
か
。

A

国
に
お
い
て
認
定
さ
れ
、

予
防
接
種
法
及
び
結
核
予
防
法

に
基
づ
く
全
国
的
な
認
定
基
準

に
よ
る
救
済
が
行
わ
れ
、
医
療

費
や
障
害
手
当
の
支
給
が
さ
れ

る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

5
月
20
日
、委
員
会
を
開
会
。

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
民
営
化
状

況
等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

（
主
な
報
告
事
項
）

・
猪
名
川
地
区
対
策
協
に
つ

い
て17

年
3
月
5
日
か
ら
4
月
17

日
に
か
け
て
事
業
概
要
や
設
計

協
議
の
手
順
等
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
地
元
自

治
会
に
対
し
て
も
対
策
協
と
平

行
し
た
形
で
順
次
説
明
が
な
さ

れ
た
。

・
民
営
化
状
況
の
そ
の
後

道
路
関
係
4
公
団
民
営
化
4

法
案
に
つ
い
て
。

16
年
3
月
9
日
、法
案
提
出
、

16
年
6
月
2
日
、
可
決
成
立
。

日
本
道
路
公
団
を
東
日
本
、
中

日
本
、
西
日
本
に
3
分
割
。
阪

神
高
速
、
首
都
高
速
、
本
四
連

絡
橋
公
団
は
、
現
行
規
模
の
ま

ま
17
年
10
月
1
日
に
6
社
に
民

営
化
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

・
事
業
概
要

用
地
買
収
は
現
行
ど
お
り
6

車
線
。

工
事
施
工
は
4
車
線
。
県
道

切
畑
猪
名
川
線
は
幅
員
7
ｍ
に

改
良
し
工
事
用
道
路
と
し
て
使

用
す
る
。

報
告
を
受
け
た
後
、
環
境
ア

セ
ス
の
関
係
、
用
地
買
収
の
委

託
先
、
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

の
動
き
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行

わ
れ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
地

元
と
の
設
計
協
議
を
早
急
に
整

え
、
優
先
順
位
を
確
保
し
て
い

く
方
向
で
あ
る
と
の
報
告
を
受

け
、
委
員
会
を
閉
会
し
た
。
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す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

町
が
指
定
す
る
法
人
そ
の
他

の
団
体
に
、
公
の
施
設
の
管
理

を
行
わ
せ
る
に
伴
い
、
そ
の
指

定
の
手
続
等
を
定
め
る
も
の
。

Q

日
生
中
央
駅
前
の
駐
車
場
、

駐
輪
場
等
も
指
定
管
理
者
制
度

に
移
行
す
る
の
か
。

A

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、
公
共
的
団
体
等
へ
の
管
理

委
託
は
、
指
定
管
理
者
へ
管
理

権
限
を
委
任
で
き
る
こ
と
と
な

っ
た
た
め
、
該
当
の
７
施
設
に

つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
の
適

用
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
町
直

営
の
管
理
施
設
に
つ
い
て
も
、

こ
の
機
に
、
施
設
ご
と
に
管
理

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

Q

指
定
管
理
者
の
選
定
は
誰

が
行
う
の
か
。

A

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

に
諮
り
、
そ
の
後
に
議
会
の
議

決
を
経
て
選
定
す
る
。

Q

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行

す
れ
ば
、
町
の
費
用
負
担
は
必

要
無
く
な
る
の
か
。

A

指
定
管
理
者
の
候
補
と
な

る
法
人
等
の
事
業
計
画
や
収
支

計
画
を
参
考
に
、
助
成
金
等
の

必
要
の
有
無
を
検
討
し
て
い
く
。

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
、

保
育
園
眼
科
医
師
等
を
設
け
る

た
め
改
正
す
る
も
の
。

Q

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

委
員
の
選
定
基
準
は
。

A

会
社
組
織
の
継
続
的
な
運

営
等
を
審
査
で
き
る
学
識
者
を

予
定
し
て
い
る
。

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

消
防
団
員
等
の
障
害
補
償
等

に
係
る
障
害
の
等
級
、
用
語
に

つ
い
て
改
正
す
る
も
の
。

非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

消
防
団
員
退
職
報
償
金
の
支

給
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
。

（
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
）

継
続
審
査
事
件
「
職
員
公
務

災
害
等
見
舞
金
支
給
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
」
を
審
査

さ
ら
に
慎
重
に
審
査
す
る
た

め
、
全
会
一
致
で
継
続
審
査
と

し
た
。
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指定管理者制度の適用が検討される日生中央駅前駐輪場

指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
を
制
定

指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
を
制
定�
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
を
制
定�

総務企画�

県
組
織
再
編
成
に
よ
り

県
組
織
再
編
成
に
よ
り�

　
川
西
保
健
所
の
業
務
縮
小

　
川
西
保
健
所
の
業
務
縮
小�

県
組
織
再
編
成
に
よ
り�

　
川
西
保
健
所
の
業
務
縮
小�

文
教
厚
生�

第二名神高速道路の整備計画区間

第
二
名
神
、

第
二
名
神
、
1010
月
に
は
民
営
化
か

月
に
は
民
営
化
か�

第
二
名
神
、
10
月
に
は
民
営
化
か�

第
二
名
神
特
別�

特 別 委 員 会



8人が町の考えを問う
定例会第2日（6月17日）に8人の議員が町政全般
にわたって質問しました。
質問（Ｑ）と答弁（Ａ）の要旨を掲載しています。
質問項目は下記のとおりです。

山 福市 議員
・日生中央駅を（仮称）猪名川町駅に改称を
・幼稚園問題でつつじが丘にできると聞いたが、今
後の対応は

・町長選について

尾川悦子 議員
・自立と共生の地域社会について
・子育てをサポートする人材について

中島孝雄 議員
・幼稚園の建設計画について
・財政状況に見る道路施策について

南　初男 議員
・有害鳥獣等の対応

池上哲男 議員
・学校の余裕教室の活用について
・財政計画は

切通明男 議員
・安全で快適なまちづくりを問う

下坊辰雄 議員
・町の自然を守るため、開発指導要綱はどのように
守られているか

・猪名川町における防災・防犯等における危機管理
システムについて

福井澄榮 議員
・「熱中症予防条例」の設置を
・街路樹、公園、緑地帯等への農薬散布の内訳を公
表せよ

・24時間体制でホームヘルパーの派遣を

若
者
の
思
い
を
受
け
止
め
自

立
と
共
生
の
地
域
社
会
を
築
く

こ
と
が
今
の
町
に
大
切
な
こ
と
。

問
　
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
は

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

住
民
生
活
部
長

地
域
福
祉
の

担
い
手
は
「
地
域
住
民
、
福
祉

事
業
者
、
社
会
福
祉
活
動
者
」

の
三
者
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
意

向
を
十
分
反
映
さ
せ
た
も
の
と

な
る
よ
う
、
現
有
の
総
合
福
祉

推
進
委
員
会
の
開
催
等
を
通
じ

住
民
参
加
型
で
の
計
画
書
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

問
　
知
的
や
精
神
障
害
者
の
公

の
施
設
で
の
就
労
支
援
に
つ
い

て
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

住
民
生
活
部
長

県
や
他
市
で

は
「
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
」
の
配
置

な
ど
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

本
町
で
も
実
践
結
果
を
参
考
に

し
、
町
内
の
授
産
施
設
、
作
業

所
な
ど
と
の
連
携
の
な
か
で
導

入
に
向
け
た
研
究
を
進
め
る
。

問
　
託
児
や
子
育
て
支
援
グ
ル

ー
プ
の
公
的
な
後
ろ
だ
て
は
。

住
民
生
活
部
長

子
育
て
関
係

者
か
ら
な
る
協
議
会
を
設
け
、

自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
活
動
活

性
化
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
支
援
や
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で

効
果
的
な
の
か
な
ど
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。
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Ｑ
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
は
ど
う
進
め
る
の
か

Ａ
住
民
参
加
型
で
計
画
書
づ
く
り
を
進
め
る

尾川　悦子議員

福祉の拠点“総合福祉センター”

問
　
本
町
は
都
市
近
郊
に
位
置

し
猪
名
川
渓
谷
、
歴
史
街
道
等

に
訪
れ
た
ま
ち
の
玄
関
口
が
日

生
中
央
駅
で
は
、
ふ
る
さ
と
志

向
が
見
出
せ
な
い
。（
仮
称
）
猪

名
川
町
駅
に
改
称
を
。

企
画
部
長

日
生
中
央
駅
は
本

町
唯
一
の
鉄
道
駅
で
あ
り
、
交

流
の
玄
関
口
で
あ
る
。（
株
）
能

勢
電
鉄
へ
は
、
猪
名
川
町
に
誇

り
を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
さ

ら
に
積
極
的
に
要
請
す
る
。

問
　
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
区
の

新
設
幼
稚
園
の
規
模
及
び
暫
定

園
と
し
た
根
拠
、
地
域
説
明
会

で
の
住
民
の
理
解
と
建
設
計
画

は
。

教
育
部
長

建
設
規
模
は
4
ク

ラ
ス
で
約
10
年
の
暫
定
園
と
し

た
根
拠
は
宅
地
販
売
計
画
、
就

園
率
等
総
合
的
に
判
断
。
説
明

会
で
の
理
解
は
頂
い
た
と
考
え

て
い
る
。
18
年
度
入
園
募
集
に

対
応
し
て
進
め
て
い
る
。

問
　
町
長
は
本
年
11
月
に
2
期

8
年
の
任
期
満
了
を
迎
え
ら
れ

る
。
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
く
、
一
時
の
停
滞
も
許

さ
れ
な
い
。
町
長
選
を
問
う
。

町
長

ま
ち
が
さ
ら
に
、
付
加

価
値
を
つ
け
て
発
展
さ
せ
て
い

く
べ
く
町
政
執
行
に
努
め
て
き

た
が
、
自
分
の
考
え
が
成
し
得

て
お
ら
ず
課
題
を
残
し
て
い
る
。

早
期
に
決
意
を
表
明
し
た
い
。

山hh 福市議員

Ｑ 日生中央駅を猪名川町駅に改称を
Ａ 主旨を踏まえて積極的に要請する

町の玄関口“日生中央駅”

「ジョブコーチ」
障害のある人が職場に

適応し、安心して働く

ことができるようにお

手伝いをする職場適応

援助者。



8人が町の考えを問う
定例会第2日（6月17日）に8人の議員が町政全般
にわたって質問しました。
質問（Ｑ）と答弁（Ａ）の要旨を掲載しています。
質問項目は下記のとおりです。

山 福市 議員
・日生中央駅を（仮称）猪名川町駅に改称を
・幼稚園問題でつつじが丘にできると聞いたが、今
後の対応は

・町長選について

尾川悦子 議員
・自立と共生の地域社会について
・子育てをサポートする人材について

中島孝雄 議員
・幼稚園の建設計画について
・財政状況に見る道路施策について

南　初男 議員
・有害鳥獣等の対応

池上哲男 議員
・学校の余裕教室の活用について
・財政計画は

切通明男 議員
・安全で快適なまちづくりを問う

下坊辰雄 議員
・町の自然を守るため、開発指導要綱はどのように
守られているか

・猪名川町における防災・防犯等における危機管理
システムについて

福井澄榮 議員
・「熱中症予防条例」の設置を
・街路樹、公園、緑地帯等への農薬散布の内訳を公
表せよ

・24時間体制でホームヘルパーの派遣を

若
者
の
思
い
を
受
け
止
め
自

立
と
共
生
の
地
域
社
会
を
築
く

こ
と
が
今
の
町
に
大
切
な
こ
と
。

問
　
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
は

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

住
民
生
活
部
長

地
域
福
祉
の

担
い
手
は
「
地
域
住
民
、
福
祉

事
業
者
、
社
会
福
祉
活
動
者
」

の
三
者
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
意

向
を
十
分
反
映
さ
せ
た
も
の
と

な
る
よ
う
、
現
有
の
総
合
福
祉

推
進
委
員
会
の
開
催
等
を
通
じ

住
民
参
加
型
で
の
計
画
書
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

問
　
知
的
や
精
神
障
害
者
の
公

の
施
設
で
の
就
労
支
援
に
つ
い

て
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

住
民
生
活
部
長

県
や
他
市
で

は
「
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
」
の
配
置

な
ど
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

本
町
で
も
実
践
結
果
を
参
考
に

し
、
町
内
の
授
産
施
設
、
作
業

所
な
ど
と
の
連
携
の
な
か
で
導

入
に
向
け
た
研
究
を
進
め
る
。

問
　
託
児
や
子
育
て
支
援
グ
ル

ー
プ
の
公
的
な
後
ろ
だ
て
は
。

住
民
生
活
部
長

子
育
て
関
係

者
か
ら
な
る
協
議
会
を
設
け
、

自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
活
動
活

性
化
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
支
援
や
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で

効
果
的
な
の
か
な
ど
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。
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Ｑ
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
は
ど
う
進
め
る
の
か

Ａ
住
民
参
加
型
で
計
画
書
づ
く
り
を
進
め
る

尾川　悦子議員

福祉の拠点“総合福祉センター”

問
　
本
町
は
都
市
近
郊
に
位
置

し
猪
名
川
渓
谷
、
歴
史
街
道
等

に
訪
れ
た
ま
ち
の
玄
関
口
が
日

生
中
央
駅
で
は
、
ふ
る
さ
と
志

向
が
見
出
せ
な
い
。（
仮
称
）
猪

名
川
町
駅
に
改
称
を
。

企
画
部
長

日
生
中
央
駅
は
本

町
唯
一
の
鉄
道
駅
で
あ
り
、
交

流
の
玄
関
口
で
あ
る
。（
株
）
能

勢
電
鉄
へ
は
、
猪
名
川
町
に
誇

り
を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
さ

ら
に
積
極
的
に
要
請
す
る
。

問
　
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
区
の

新
設
幼
稚
園
の
規
模
及
び
暫
定

園
と
し
た
根
拠
、
地
域
説
明
会

で
の
住
民
の
理
解
と
建
設
計
画

は
。

教
育
部
長

建
設
規
模
は
4
ク

ラ
ス
で
約
10
年
の
暫
定
園
と
し

た
根
拠
は
宅
地
販
売
計
画
、
就

園
率
等
総
合
的
に
判
断
。
説
明

会
で
の
理
解
は
頂
い
た
と
考
え

て
い
る
。
18
年
度
入
園
募
集
に

対
応
し
て
進
め
て
い
る
。

問
　
町
長
は
本
年
11
月
に
2
期

8
年
の
任
期
満
了
を
迎
え
ら
れ

る
。
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
く
、
一
時
の
停
滞
も
許

さ
れ
な
い
。
町
長
選
を
問
う
。

町
長

ま
ち
が
さ
ら
に
、
付
加

価
値
を
つ
け
て
発
展
さ
せ
て
い

く
べ
く
町
政
執
行
に
努
め
て
き

た
が
、
自
分
の
考
え
が
成
し
得

て
お
ら
ず
課
題
を
残
し
て
い
る
。

早
期
に
決
意
を
表
明
し
た
い
。

山hh 福市議員

Ｑ 日生中央駅を猪名川町駅に改称を
Ａ 主旨を踏まえて積極的に要請する

町の玄関口“日生中央駅”

「ジョブコーチ」
障害のある人が職場に

適応し、安心して働く

ことができるようにお

手伝いをする職場適応

援助者。



問
　
余
裕
教
室
の
活
用
に
つ
い

て
町
総
合
計
画
で
も
謳
っ
て
い

る
。
地
域
の
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
的
施
設
と

し
て
活
用
を
。

教
育
部
長

「
可
能
な
限
り
地

域
へ
の
開
放
な
り
新
た
な
使
用

目
的
を
考
え
る
べ
き
」
と
の
指

導
も
受
け
て
い
る
の
で
、
柔
軟

に
考
え
た
い
。

問
　
財
政
計
画
と
は
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
財
政
的
に
保
証
す
る
も

の
。
合
併
せ
ず
に
自
立
の
道
を

選
択
し
た
福
島
県
矢
祭
町
や
新

潟
県
津
南
町
は
、
国
か
ら
の
交

付
税
や
補
助
金
削
減
が
不
透
明

な
中
に
あ
っ
て
も
、
20
年
後
で

も
こ
れ
以
上
削
減
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
と
い
う
極
限
状
況
を
覚

悟
し
た
上
で
、
そ
れ
で
も
今
の

サ
ー
ビ
ス
は
低
下
さ
せ
な
い
と

の
決
意
の
下
、
職
員
一
丸
と
な

っ
て
財
政
計
画
を
立
て
て
い
る
。

本
町
で
も
必
要
。

総
務
部
長

そ
れ
ら
の
自
治
体

の
意
気
込
み
や
方
法
論
は
我
々

も
大
い
に
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
る

が
、
三
位
一
体
改
革
の
影
響
見

通
し
が
立
っ
た
段
階
で
策
定
し

た
い
。
現
在
15
年
か
ら
21
年
ま

で
の
財
政
予
測
は
し
て
お
り
、

そ
の
中
に
今
把
握
し
て
い
る
大

ま
か
な
事
業
は
見
込
ん
で
い
る
。
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池上　哲男議員

Ｑ
余
裕
教
室
の
有
効
活
用
を

Ａ
柔
軟
に
考
え
た
い

ここが聞きたい� 一 般 質 問 �

問
　
防
災
対
策
は
。

総
務
部
長

地
域
防
災
計
画
の

中
で
地
震
の
み
な
ら
ず
道
路
事

故
・
鉄
道
事
故
・
航
空
機
事
故

・
雑
踏
事
故
・
放
射
線
災
害
事

故
等
を
計
画
の
中
に
組
み
入
れ

て
お
り
、
防
災
会
議
で
協
議
し

て
対
応
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

南
海
・
東
南
海
地
震
の
津
波
は

直
接
本
町
に
及
ば
な
い
予
測
と

な
る
が
、
電
力
を
送
る
起
点
と

な
る
所
が
事
故
に
遭
う
と
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
に
影
響
を
受
け
る

の
で
、
正
確
な
情
報
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
流
す
。
地
域
の
小
学
校

区
ご
と
の
防
災
計
画
は
地
域
の

自
主
防
災
の
中
で
立
て
る
こ
と

を
昨
年
か
ら
始
め
て
い
る
。
従

来
地
震
、
水
害
で
高
齢
者
の
被

害
が
多
か
っ
た
の
で
、
地
域
の

高
齢
者
把
握
も
地
域
で
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
4
月
か
ら

は
携
帯
電
話
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
立
ち
あ
げ
て
情
報
を
流
せ

る
よ
う
に
な
り
、
活
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問
　
治
水
対
策
は
。

建
設
部
長

去
年
の
23
号
台
風

は
百
年
確
率
に
近
い
雨
量
で
あ

っ
た
。
今
後
は
浸
水
区
域
図
を

作
り
、
万
が
一
に
備
え
て
心
掛

け
て
も
ら
う
よ
う
各
戸
配
布
す

る
。

台風23号による町内河川の増水

切通　明男議員

Ｑ 安全で快適なまちづくりを問う
Ａ 地域防災計画を見直し正確な情報を流す

地域での活用が求められている余裕教室

問
　
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
今
年
度
か
ら
小
学
校

2
校
の
建
て
替
え
や
、
小
・
中

学
校
の
耐
震
設
備
へ
の
改
築
な

ど
多
額
の
経
費
を
要
す
る
事
業

が
山
積
し
て
い
る
。

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
と

し
て
、
こ
の
数
年
は
職
員
給
与

の
カ
ッ
ト
や
敬
老
祝
金
の
削
減

な
ど
を
決
定
し
て
き
た
が
、
道

路
建
設
だ
け
は
役
場
前
の
上
野

5
号
線
を
始
め
、
今
後
は
福
祉

の
道
・
木
間
生
〜
旭
ヶ
丘
線
・

歴
史
街
道
と
次
々
に
予
算
化
さ

れ
て
い
る
。

住
民
福
祉
の
予
算
を
削
っ
て

ま
で
必
要
と
さ
れ
る
道
路
で
は

無
い
と
考
え
る
が
、
本
町
の
現

状
を
踏
ま
え
、
計
画
中
の
道
路

建
設
の
先
送
り
と
見
直
し
の
考

え
は
。

建
設
部
長

町
道
の
新
設
や
改

良
は
利
便
性
や
安
全
性
確
保
か

ら
、
必
要
性
の
高
い
順
に
位
置

付
け
整
備
を
進
め
て
い
る
。

限
ら
れ
た
町
の
財
源
を
考
慮

し
、
コ
ス
ト
の
縮
減
や
安
全
対

策
に
も
配
慮
し
な
が
ら
実
施
し

て
い
る
が
、
今
後
も
財
源
状
況

も
考
え
合
わ
せ
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
も
示
す
よ
う
に
、

計
画
ど
お
り
に
実
施
し
た
く
考

え
て
い
る
。

開通した上野5号線

中島　孝雄議員

Ｑ 道路建設の見直しを !
Ａ 住民生活の利便性の確保を目標に実施する

問
　
今
、
農
家
の
人
た
ち
は
有

害
鳥
獣
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

今
ま
で
は
猪
・
鹿
等
の
被
害
が

多
か
っ
た
が
、
昨
年
頃
か
ら
は

今
ま
で
い
な
か
っ
た
ア
ラ
イ
グ

マ
が
作
物
を
荒
ら
し
、
防
ぎ
よ

う
が
無
く
、
捕
獲
も
出
来
な
い

状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
川
や
池

に
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
食
用
蛙
が

増
え
、
自
然
の
生
態
系
が
変
化

し
て
き
た
と
思
う
。
有
害
な
生

物
は
捕
獲
等
検
討
し
対
処
す
る

時
期
で
は
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長

外
来
生
物
の

ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
被
害
が
増

加
し
、
苦
情
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
ア
ラ
イ
グ
マ
は

「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い

て
狩
猟
鳥
獣
の
対
象
と
な
っ
て

お
り
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要

で
、
独
自
の
捕
獲
は
違
法
行
為

に
な
り
、
自
治
会
長
を
通
じ

「
捕
獲
依
頼
書
」
を
町
に
提
出
、

知
事
の
許
可
を
得
て
捕
獲
活
動

を
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
迅
速
に
で
き
る
様
整
備
検
討

す
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
駆
除
は

「
特
定
外
来
生
物
被
害
防
止
法
」

の
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
た
め

池
等
は
池
が
え
を
し
、
干
し
て

駆
除
す
る
と
い
う
現
状
で
あ
る

が
、
正
常
な
生
態
系
の
保
全
に

努
め
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。

第116号 平成17年（2005年）7月28日―― ⑧―

南　初男議員

Ｑ
有
害
鳥
獣
等
の
対
応
は

Ａ
今
後
迅
速
に
で
き
る
よ
う
整
備
検
討
す
る

町内で捕獲された“アライグマ”



問
　
余
裕
教
室
の
活
用
に
つ
い

て
町
総
合
計
画
で
も
謳
っ
て
い

る
。
地
域
の
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
的
施
設
と

し
て
活
用
を
。

教
育
部
長

「
可
能
な
限
り
地

域
へ
の
開
放
な
り
新
た
な
使
用

目
的
を
考
え
る
べ
き
」
と
の
指

導
も
受
け
て
い
る
の
で
、
柔
軟

に
考
え
た
い
。

問
　
財
政
計
画
と
は
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
財
政
的
に
保
証
す
る
も

の
。
合
併
せ
ず
に
自
立
の
道
を

選
択
し
た
福
島
県
矢
祭
町
や
新

潟
県
津
南
町
は
、
国
か
ら
の
交

付
税
や
補
助
金
削
減
が
不
透
明

な
中
に
あ
っ
て
も
、
20
年
後
で

も
こ
れ
以
上
削
減
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
と
い
う
極
限
状
況
を
覚

悟
し
た
上
で
、
そ
れ
で
も
今
の

サ
ー
ビ
ス
は
低
下
さ
せ
な
い
と

の
決
意
の
下
、
職
員
一
丸
と
な

っ
て
財
政
計
画
を
立
て
て
い
る
。

本
町
で
も
必
要
。

総
務
部
長

そ
れ
ら
の
自
治
体

の
意
気
込
み
や
方
法
論
は
我
々

も
大
い
に
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
る

が
、
三
位
一
体
改
革
の
影
響
見

通
し
が
立
っ
た
段
階
で
策
定
し

た
い
。
現
在
15
年
か
ら
21
年
ま

で
の
財
政
予
測
は
し
て
お
り
、

そ
の
中
に
今
把
握
し
て
い
る
大

ま
か
な
事
業
は
見
込
ん
で
い
る
。

――第116号 平成17年（2005年）7月28日―⑨

池上　哲男議員

Ｑ
余
裕
教
室
の
有
効
活
用
を

Ａ
柔
軟
に
考
え
た
い

ここが聞きたい� 一 般 質 問 �

問
　
防
災
対
策
は
。

総
務
部
長

地
域
防
災
計
画
の

中
で
地
震
の
み
な
ら
ず
道
路
事

故
・
鉄
道
事
故
・
航
空
機
事
故

・
雑
踏
事
故
・
放
射
線
災
害
事

故
等
を
計
画
の
中
に
組
み
入
れ

て
お
り
、
防
災
会
議
で
協
議
し

て
対
応
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

南
海
・
東
南
海
地
震
の
津
波
は

直
接
本
町
に
及
ば
な
い
予
測
と

な
る
が
、
電
力
を
送
る
起
点
と

な
る
所
が
事
故
に
遭
う
と
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
に
影
響
を
受
け
る

の
で
、
正
確
な
情
報
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
流
す
。
地
域
の
小
学
校

区
ご
と
の
防
災
計
画
は
地
域
の

自
主
防
災
の
中
で
立
て
る
こ
と

を
昨
年
か
ら
始
め
て
い
る
。
従

来
地
震
、
水
害
で
高
齢
者
の
被

害
が
多
か
っ
た
の
で
、
地
域
の

高
齢
者
把
握
も
地
域
で
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
4
月
か
ら

は
携
帯
電
話
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
立
ち
あ
げ
て
情
報
を
流
せ

る
よ
う
に
な
り
、
活
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問
　
治
水
対
策
は
。

建
設
部
長

去
年
の
23
号
台
風

は
百
年
確
率
に
近
い
雨
量
で
あ

っ
た
。
今
後
は
浸
水
区
域
図
を

作
り
、
万
が
一
に
備
え
て
心
掛

け
て
も
ら
う
よ
う
各
戸
配
布
す

る
。

台風23号による町内河川の増水

切通　明男議員

Ｑ 安全で快適なまちづくりを問う
Ａ 地域防災計画を見直し正確な情報を流す

地域での活用が求められている余裕教室

問
　
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
今
年
度
か
ら
小
学
校

2
校
の
建
て
替
え
や
、
小
・
中

学
校
の
耐
震
設
備
へ
の
改
築
な

ど
多
額
の
経
費
を
要
す
る
事
業

が
山
積
し
て
い
る
。

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
と

し
て
、
こ
の
数
年
は
職
員
給
与

の
カ
ッ
ト
や
敬
老
祝
金
の
削
減

な
ど
を
決
定
し
て
き
た
が
、
道

路
建
設
だ
け
は
役
場
前
の
上
野

5
号
線
を
始
め
、
今
後
は
福
祉

の
道
・
木
間
生
〜
旭
ヶ
丘
線
・

歴
史
街
道
と
次
々
に
予
算
化
さ

れ
て
い
る
。

住
民
福
祉
の
予
算
を
削
っ
て

ま
で
必
要
と
さ
れ
る
道
路
で
は

無
い
と
考
え
る
が
、
本
町
の
現

状
を
踏
ま
え
、
計
画
中
の
道
路

建
設
の
先
送
り
と
見
直
し
の
考

え
は
。

建
設
部
長

町
道
の
新
設
や
改

良
は
利
便
性
や
安
全
性
確
保
か

ら
、
必
要
性
の
高
い
順
に
位
置

付
け
整
備
を
進
め
て
い
る
。

限
ら
れ
た
町
の
財
源
を
考
慮

し
、
コ
ス
ト
の
縮
減
や
安
全
対

策
に
も
配
慮
し
な
が
ら
実
施
し

て
い
る
が
、
今
後
も
財
源
状
況

も
考
え
合
わ
せ
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
も
示
す
よ
う
に
、

計
画
ど
お
り
に
実
施
し
た
く
考

え
て
い
る
。

開通した上野5号線

中島　孝雄議員

Ｑ 道路建設の見直しを !
Ａ 住民生活の利便性の確保を目標に実施する

問
　
今
、
農
家
の
人
た
ち
は
有

害
鳥
獣
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

今
ま
で
は
猪
・
鹿
等
の
被
害
が

多
か
っ
た
が
、
昨
年
頃
か
ら
は

今
ま
で
い
な
か
っ
た
ア
ラ
イ
グ

マ
が
作
物
を
荒
ら
し
、
防
ぎ
よ

う
が
無
く
、
捕
獲
も
出
来
な
い

状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
川
や
池

に
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
食
用
蛙
が

増
え
、
自
然
の
生
態
系
が
変
化

し
て
き
た
と
思
う
。
有
害
な
生

物
は
捕
獲
等
検
討
し
対
処
す
る

時
期
で
は
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長

外
来
生
物
の

ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
被
害
が
増

加
し
、
苦
情
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
ア
ラ
イ
グ
マ
は

「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い

て
狩
猟
鳥
獣
の
対
象
と
な
っ
て

お
り
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要

で
、
独
自
の
捕
獲
は
違
法
行
為

に
な
り
、
自
治
会
長
を
通
じ

「
捕
獲
依
頼
書
」
を
町
に
提
出
、

知
事
の
許
可
を
得
て
捕
獲
活
動

を
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
迅
速
に
で
き
る
様
整
備
検
討

す
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
駆
除
は

「
特
定
外
来
生
物
被
害
防
止
法
」

の
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
た
め

池
等
は
池
が
え
を
し
、
干
し
て

駆
除
す
る
と
い
う
現
状
で
あ
る

が
、
正
常
な
生
態
系
の
保
全
に

努
め
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。

第116号 平成17年（2005年）7月28日―― ⑧―

南　初男議員

Ｑ
有
害
鳥
獣
等
の
対
応
は

Ａ
今
後
迅
速
に
で
き
る
よ
う
整
備
検
討
す
る

町内で捕獲された“アライグマ”



――第116号 平成17年（2005年）7月28日―⑪

に　じ
阿古谷小学校3年　福井　美

み

弦
つる

にじは七色
色となかよし
雨と　お日さまと　お友だちにじ
色といっしょに旅をするくもとくもとの
はしをかけて
みんなに　光をあげる

山
口
　
昌
議
長

●議長交際費の閲覧

閲覧内容は、支払日、支払目的、金額などで、相
手先については原則公開ですが個人情報を含む場合
は非公開となります。
4月分以降を3ヵ月毎にまとめ、最終月の翌月末に

閲覧できます。
閲覧を希望される方は、議会事務局で閲覧受付簿

に必要事項を記入していただければ閲覧できます。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

会
議
録
を
検
索
・
閲
覧

お問い合わせは、議会事務局へ（1766－8710）

かなへび
阿古谷小学校3年　杉本　天生

てんせい

ぼくは　かなくん
バッタをみっけたぞ

よし！
食べてやる
それっ！
もぐもぐ　おいしいぞ

おなかがいっぱい
つぎは　まるたの上で

ひなたぼっこをしよう

ふうー、きもちよかった

平
和
集
会
を
終
え
て

白
金
小
学
校
6
年
　
辰
井
　
真
帆

私
は
平
和
集
会
を
し
て
、『
平
和
は
と
て
も
大
切
な
ん
だ
な
』
と

思
い
ま
し
た
。
今
で
も
続
け
ら
れ
て
い
る
戦
争
。
罪
も
な
い
多
く

の
人
々
を
殺
し
て
し
ま
う
戦
争
。
こ
の
平
和
集
会
で
多
く
の
事
を

学
び
ま
し
た
。
世
界
中
の
人
々
が
平
和
を
願
え
ば
平
和
は
く
る
、

と
私
は
思
い
ま
す
。 問

　
草
津
市
で
は
近
年
の
熱
中

症
で
全
国
的
に
死
亡
者
が
増
え

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
条
例
を

制
定
し
、
7
月
1
日
か
ら
施
行

す
る
が
、
本
町
で
も
学
童
、
生

徒
、
老
若
男
女
の
大
切
な
命
を

守
る
た
め
に
早
急
に
制
定
せ
よ
。

住
民
生
活
部
長

熱
中
症
は
失

神
、
め
ま
い
、
吐
気
、
嘔
吐
、

意
識
障
害
等
の
症
状
を
示
す
。

高
温
多
湿
の
時
に
は
各
人
水
分

や
塩
分
を
補
給
し
、
日
中
の
暑

い
時
の
外
出
は
控
え
る
予
防
が

大
切
。
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
呼
び
か
け
て
い
く
。

街
路
樹
、
公
園
、
緑
地
等
へ
の

農
薬
散
布
の
内
訳
を
公
表
せ
よ

問
　
ア
レ
ル
ギ
ー
等
化
学
物
質

に
よ
る
健
康
被
害
を
訴
え
る
人

た
ち
に
対
処
す
る
た
め
に
、
昨

今
農
薬
を
極
力
使
わ
な
い
農
業

や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
あ
い
か
わ
ら
ず
町
の

公
園
、
街
路
等
へ
農
薬
を
散
布

し
て
い
る
の
で
内
訳
の
公
表
を
。

建
設
部
長

ス
ミ
チ
オ
ン
等
を

散
布
し
て
い
る
。
農
薬
研
究
所

で
も
チ
ェ
ッ
ク
し
た
も
の
を
使

用
し
、
公
表
も
し
て
い
る
。

問
　
安
心
し
て
本
町
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
24
時
間
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
を
早
急
に
実
施
を
。

住
民
生
活
部
長

介
護
保
険
事

業
者
が
実
施
し
て
い
る
。

問
　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
知
山
線
列

車
事
故
で
の
町
の
危
機
管
理
は
。

総
務
部
長

事
故
の
重
大
さ
か

ら
、
5
月
2
日
に
町
長
と
副
議

長
が
Ｊ
Ｒ
西
日
本
本
社
を
訪
問

し
、
4
項
目
の
申
し
入
れ
を
共

同
で
行
っ
た
。
町
で
は
相
談
窓

口
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
の

防
災
ネ
ッ
ト
で
紹
介
を
し
て
い

る
。

問
　
Ｊ
Ｒ
事
故
で
町
民
4
名
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
、20
名
の
方
々

が
負
傷
さ
れ
た
。
町
長
は
本
会

議
で
も
2
回
事
故
現
場
へ
献
花

を
さ
れ
た
と
言
わ
れ
た
。一
方
、

町
4
役
・
消
防
長
以
外
各
部
長

た
ち
を
夕
方
南
側
の
駐
車
場
に

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
迎
え
に
来
て
、

三
田
市
内
で
歓
談
・
食
事
・
飲

酒
を
さ
れ
た
と
聞
く
が
、
事
故

当
日
で
な
く
変
更
し
な
か
っ
た

の
か
。
言
っ
て
い
る
事
と
行
動

が
違
う
。
決
し
て
許
せ
る
も
の

で
な
く
、
反
省
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長

4
月
25
日
は
、
恒
例
の

勉
強
会
を
幹
部
職
員
で
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
事
を
、
実
施
し

た
も
の
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
関
係
者

の
招
き
や
呼
び
か
け
で
実
施
し

た
も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
は

そ
の
事
故
の
発
生
し
た
事
に
つ

い
て
、対
応
の
協
議
も
行
っ
た
。

議
員
の
言
わ
れ
て
い
る
事
と
は

見
解
の
相
違
で
あ
る
。

第116号 平成17年（2005年）7月28日―― ⑩―

下坊　辰雄議員

福井　澄榮議員

Ｑ熱中症予防条例の制定を
Ａ 制定は考えていない、各人の予防が大切

Ｑ
Ｊ
Ｒ
西
日
本
列
車
事
故
で
の
町
の
危
機
管
理
は

Ａ
相
談
窓
口
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
の
防
災
ネ
ッ
ト
で
紹
介

ここが聞きたい� 一 般 質 問 �

ＪＲ西日本に対して申し入れを実施

暑い中クラブ活動をする生徒たち

14
年
3
月
定
例
会

以
降
の
本
会
議
の
会
議

録
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

猪
名
川
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

６
月
2
日
に
開
催
さ
れ
た
県

町
議
会
議
長
会
総
会
に
お
い
て
、

山
口
　
昌
議
長
が
永
年
に
わ
た

る
功
績
に
対
し
、
町
議
会
議
員

20
年
以
上
の
在
職
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
60
年
に
初
当
選
以
来
、

長
き
に
わ
た
る
在
職
功
労
者
と

し
て
、
そ
の
議
員
活
動
等
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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に　じ
阿古谷小学校3年　福井　美

み

弦
つる

にじは七色
色となかよし
雨と　お日さまと　お友だちにじ
色といっしょに旅をするくもとくもとの
はしをかけて
みんなに　光をあげる

山
口
　
昌
議
長

●議長交際費の閲覧

閲覧内容は、支払日、支払目的、金額などで、相
手先については原則公開ですが個人情報を含む場合
は非公開となります。
4月分以降を3ヵ月毎にまとめ、最終月の翌月末に

閲覧できます。
閲覧を希望される方は、議会事務局で閲覧受付簿

に必要事項を記入していただければ閲覧できます。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

会
議
録
を
検
索
・
閲
覧

お問い合わせは、議会事務局へ（1766－8710）

かなへび
阿古谷小学校3年　杉本　天生

てんせい

ぼくは　かなくん
バッタをみっけたぞ

よし！
食べてやる
それっ！
もぐもぐ　おいしいぞ

おなかがいっぱい
つぎは　まるたの上で

ひなたぼっこをしよう

ふうー、きもちよかった

平
和
集
会
を
終
え
て

白
金
小
学
校
6
年
　
辰
井
　
真
帆

私
は
平
和
集
会
を
し
て
、『
平
和
は
と
て
も
大
切
な
ん
だ
な
』
と

思
い
ま
し
た
。
今
で
も
続
け
ら
れ
て
い
る
戦
争
。
罪
も
な
い
多
く

の
人
々
を
殺
し
て
し
ま
う
戦
争
。
こ
の
平
和
集
会
で
多
く
の
事
を

学
び
ま
し
た
。
世
界
中
の
人
々
が
平
和
を
願
え
ば
平
和
は
く
る
、

と
私
は
思
い
ま
す
。 問

　
草
津
市
で
は
近
年
の
熱
中

症
で
全
国
的
に
死
亡
者
が
増
え

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
条
例
を

制
定
し
、
7
月
1
日
か
ら
施
行

す
る
が
、
本
町
で
も
学
童
、
生

徒
、
老
若
男
女
の
大
切
な
命
を

守
る
た
め
に
早
急
に
制
定
せ
よ
。

住
民
生
活
部
長

熱
中
症
は
失

神
、
め
ま
い
、
吐
気
、
嘔
吐
、

意
識
障
害
等
の
症
状
を
示
す
。

高
温
多
湿
の
時
に
は
各
人
水
分

や
塩
分
を
補
給
し
、
日
中
の
暑

い
時
の
外
出
は
控
え
る
予
防
が

大
切
。
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
呼
び
か
け
て
い
く
。

街
路
樹
、
公
園
、
緑
地
等
へ
の

農
薬
散
布
の
内
訳
を
公
表
せ
よ

問
　
ア
レ
ル
ギ
ー
等
化
学
物
質

に
よ
る
健
康
被
害
を
訴
え
る
人

た
ち
に
対
処
す
る
た
め
に
、
昨

今
農
薬
を
極
力
使
わ
な
い
農
業

や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
あ
い
か
わ
ら
ず
町
の

公
園
、
街
路
等
へ
農
薬
を
散
布

し
て
い
る
の
で
内
訳
の
公
表
を
。

建
設
部
長

ス
ミ
チ
オ
ン
等
を

散
布
し
て
い
る
。
農
薬
研
究
所

で
も
チ
ェ
ッ
ク
し
た
も
の
を
使

用
し
、
公
表
も
し
て
い
る
。

問
　
安
心
し
て
本
町
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
24
時
間
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
を
早
急
に
実
施
を
。

住
民
生
活
部
長

介
護
保
険
事

業
者
が
実
施
し
て
い
る
。

問
　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
知
山
線
列

車
事
故
で
の
町
の
危
機
管
理
は
。

総
務
部
長

事
故
の
重
大
さ
か

ら
、
5
月
2
日
に
町
長
と
副
議

長
が
Ｊ
Ｒ
西
日
本
本
社
を
訪
問

し
、
4
項
目
の
申
し
入
れ
を
共

同
で
行
っ
た
。
町
で
は
相
談
窓

口
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
の

防
災
ネ
ッ
ト
で
紹
介
を
し
て
い

る
。

問
　
Ｊ
Ｒ
事
故
で
町
民
4
名
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
、20
名
の
方
々

が
負
傷
さ
れ
た
。
町
長
は
本
会

議
で
も
2
回
事
故
現
場
へ
献
花

を
さ
れ
た
と
言
わ
れ
た
。一
方
、

町
4
役
・
消
防
長
以
外
各
部
長

た
ち
を
夕
方
南
側
の
駐
車
場
に

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
迎
え
に
来
て
、

三
田
市
内
で
歓
談
・
食
事
・
飲

酒
を
さ
れ
た
と
聞
く
が
、
事
故

当
日
で
な
く
変
更
し
な
か
っ
た

の
か
。
言
っ
て
い
る
事
と
行
動

が
違
う
。
決
し
て
許
せ
る
も
の

で
な
く
、
反
省
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長

4
月
25
日
は
、
恒
例
の

勉
強
会
を
幹
部
職
員
で
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
事
を
、
実
施
し

た
も
の
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
関
係
者

の
招
き
や
呼
び
か
け
で
実
施
し

た
も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
は

そ
の
事
故
の
発
生
し
た
事
に
つ

い
て
、対
応
の
協
議
も
行
っ
た
。

議
員
の
言
わ
れ
て
い
る
事
と
は

見
解
の
相
違
で
あ
る
。
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下坊　辰雄議員

福井　澄榮議員

Ｑ熱中症予防条例の制定を
Ａ 制定は考えていない、各人の予防が大切

Ｑ
Ｊ
Ｒ
西
日
本
列
車
事
故
で
の
町
の
危
機
管
理
は

Ａ
相
談
窓
口
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
の
防
災
ネ
ッ
ト
で
紹
介

ここが聞きたい� 一 般 質 問 �

ＪＲ西日本に対して申し入れを実施

暑い中クラブ活動をする生徒たち

14
年
3
月
定
例
会

以
降
の
本
会
議
の
会
議

録
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

猪
名
川
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

６
月
2
日
に
開
催
さ
れ
た
県

町
議
会
議
長
会
総
会
に
お
い
て
、

山
口
　
昌
議
長
が
永
年
に
わ
た

る
功
績
に
対
し
、
町
議
会
議
員

20
年
以
上
の
在
職
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
60
年
に
初
当
選
以
来
、

長
き
に
わ
た
る
在
職
功
労
者
と

し
て
、
そ
の
議
員
活
動
等
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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